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蓮田市 健康福祉部 在宅医療介護課



医療・介護連携

認知症施策

地域ケア会議

・施策の推進

・制度化による強化

関係者に対する研修等を通じて、医療と介護の濃密
なネットワークが構築され、効率的、効果的できめ細か
なサービスの提供が実現

初期集中支援チームの関与による認知症の早期診
断、早期対応や地域支援推進員による相談対応等
により認知症でも生活できる地域を実現

多職種連携、地域のニーズや社会資源を的確に把握
可能になり、地域課題への取組が推進され、高齢者
が地域で生活しやすい環境を実現

介護予防 ・効果的な取組の推進

多様な参加の場づくりとリハビリ専門職等を活かすこ
とにより、高齢者が生きがい・役割をもって生活できる
ような地域を実現

生活支援 ・基盤整備等
コーディネーターの配置等を通じて地域で高齢者の
ニーズとボランティア等のマッチングを行うことにより、
生活支援の充実を実現

・連携強化

○地域包括ケア実現のため、介護保険制度の地域支援事業を活用し、以下の取組を充実・強化。
○これらを市町村が中心となって総合的に取り組むことで、地域で高齢者を支える社会が実現。
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地域包括ケアシステムを構築するための具体的な取り組み



川崎市地域包括ケアシステムパンフレット「みまもる つながる 地域の輪」より引用

生活支援体制
整備事業は主
にココを充実
させていく
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地域包括ケアシステムイメージ図



多様な主体による充実した地域づくりが必要

ご近所や友人とのつ
ながりがあったり

ちょっとした困りごとを
支援してもらえたり

社会参加や役割をもつ
機会があったり

趣味を仲間と楽しめ
る居場所があったり

困った時に相談する
相手が身近にいたり

買い物や通院に行けたり

健康維持（介護予防）
の機会があったり

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと暮らすためには…

4



そこで、設置・配置されたのが「協議体」と
「生活支援コーディネーター」です

地域住民の皆さんが中心
となる地域づくりや、支
え合い活動をバックアッ
プする人（つなぐプロ）

地域の困りごとに対して、
支え合いの地域づくりを
形にするため、話し合い
や情報共有、連携を進め
る集合体

高齢者が住み慣れた地域で
いきいきと暮らしていくため

地区生活支援
コーディネーター

蓮田市生活支援
コーディネーター

協議体と生活支援コーディネーター
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自治連合会

行政

民生委員・児童委員
協議会

シルバー人
材センター

蓮田市協議体

老人クラブ
連合会

社会福祉
協議会

介護支援専
門員の代表

ボランティア・
サロン活動者

地域活動
従事者

民生委員

民間事業所

自治会

老人クラブ

社会福祉法人 意欲ある住民

第1層

コーディ
ネーター

第２層

コーディ
ネーター

第２層

コーディ
ネーター

第1層 市全域

第2層 日常生活圏域（中学校区等）

地域包括支援
センター

(※）生活支援体制整備事業は、介護保険法第１１５条の４５第２項第５号に規定されている
事業です。生活支援コーディネーターや協議体を設置して、高齢者が住み慣れた地域で安心
していきいきと暮らしていけるような地域づくりを行うために、話し合いを行っています。
蓮田市では蓮田市全域と中学校区ごと（一部小学校区ごと）に協議体を設置してます。

コーディネーター・協議体の配置・構成
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新たな活動（サービス）を生み出す
○なぜ、何を、誰が、誰に、どこで、いつ、どのように、どのくらいを明確に
して、継続性のある活動に

○今あるものと今あるもののコラボで、何か新たな活動ができるかも
○何かやってみたいという思いの人をつなげることで、グループ化する可能性も
（ボランティア養成講座修了者、勉強会参加者など）

今ある活動やサービスが活用できないか
○既存活動者との話し合いで、活動の幅を少し広げられるかもしれない
○既存活動を応援する仕組みがあれば（経費、人材、ＰＲ）

何か活動を生み出すうえでも、その素になるのは「住民の選択や心構え」です。

住民の「やってみよう」「自分たちにもできるんだ」という気持ちが
ないと、やらされ感につながります。

協議体は、住民同士のつながりや学びを生み出すチームです！！

協議体の役割・活動について
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協議体

つなぐ

生活支援
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

趣味を楽しめる
場所がない

様々な活動
の

担い手不足

生活の
困りごと

既存の生活
支援ｻｰﾋﾞｽ

地域の人材
や団体

地域の支え
合い活動

地域の
困りごと

買い物
通院が大変

活用できる
仕組み等
の情報

公的ｻｰﾋﾞｽ
民間ｻｰﾋﾞｽ

住民同士の
交流が少ない

資源やｻｰﾋﾞｽ
（活動）

地域の文化
伝統など

連携

第２層で解決できないような課題は第１層協議体（生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）へつなげる

生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの役割・活動について

地域課題と資源をつなげる第２層協議体（生活支援コーディネーター）
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生活支援体制整備事業（第１層）…社会福祉協議会へ委託（平成２８年度から令和５年度）

令和６年度から 蓮田市が実施

蓮田市協議体（第１層）とは・・・蓮田市全域を区域とした協議体

蓮田市協議体（第１層）がこれまでに取り組んできたこと

通える場所が分からない →集いの場・通いの場マップの作成（平成２８年度、令和３年度）

買物が不便で困っている →配達・訪問サービス便利帳の作成（平成３０年度、令和５年度）

高齢者のデジタルデバイド解消→あんしんスマートフォン体験講座（令和５年度、令和６年度）

生活支援体制整備事業（第２層）…社会福祉協議会へ委託（平成３１年度から令和５年度）

令和６年度から 蓮田市地域包括支援センターが実施

地区協議体（第２層）とは・・・市内を生活に密着した圏域に分けた地区別の協議体

地区協議体（第２層）がこれまでに取り組んできたこと

アンケート調査や集いの場を設け、地域課題の抽出

※蓮田市協議体と地区協議体は情報を共有して連携していきます

蓮田市の取り組み
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② シニアのためのスマートフォン体験講座
【黒浜圏域(市役所)】

R６．９月 ５日間 延べ１０６人 実人数４７人

【閏戸平野圏域（農業者トレーニングセンター）】

R６．11月 ５日間 延べ 99人 実人数32人

【蓮田圏域(西口行政センター)】

R7.２月 ５日間 延べ103人 実人数44人

令和６年度 蓮田市協議体 取り組み状況

① 蓮田市協議体
第１回開催 令和６年6月11日 出席13名

第２回開催 令和7年1月8日 出席12名

■□ 協議体のつどい □■

令和７年３月５日 開催

蓮田市協議体・各地区協議体合同
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地区協議体

地区民生委員･児童委員協議会
担当生活支援コーディネーター 連絡先

蓮田南中学校地区協議体

第1地区

蓮田地域包括支援センター

（西口行政センター内）

石山 信志（いしやま しんし）

蓮田地域包括支援センター（西口行政センター内）

〒349-0123 本町６－１

電話 764-5115 FAX 764-5120

蓮田中学校地区協議体

第２地区（蓮田中央小学校区）

蓮田地域包括支援センター

（西口行政センター内）

島田 直哉（しまだ なおや）

蓮田地域包括支援センター（西口行政センター内）

〒349-0123 本町６－１

電話 764-5115 FAX 764-5120

蓮田中学校地区協議体

第２地区（蓮田北小学校区）

閏戸・平野地域包括支援センター

（特別養護老人ホーム「吾亦紅」内）

高島 康子（たかしま やすこ）

閏戸・平野地域包括支援センター（吾亦紅内）

〒349-0133 閏戸1885

電話 766-0022 FAX 766-5865

黒浜中学校地区協議体

第3地区

黒浜地域包括支援センター

（蓮田市役所在宅医療介護課内）

井上 かおり（いのうえ かおり）

黒浜地域包括支援センター（市役所在宅医療介護課内）

〒349-0193 黒浜2799-1

電話 765-1735 FAX 769-0684

黒浜西中学校地区協議体

第４地区

黒浜地域包括支援センター

（蓮田市役所在宅医療介護課内）

田中 春奈（たなか はるな）

黒浜地域包括支援センター（市役所在宅医療介護課内）

〒349-0193 黒浜2799-1

電話 765-1735 FAX 769-0684

平野中学校地区協議体

第５地区

閏戸・平野地域包括センター

（特別養護老人ホーム「吾亦紅」内）

原 綾子（はら あやこ）

閏戸・平野地域包括支援センター（吾亦紅内）

〒349-0133 閏戸1885

電話 766-0022 FAX 766-5865

蓮田市協議体

市全体

在宅医療介護課

鈴木美和、五十嵐陽子、野口有希子

蓮田市役所在宅医療介護課

〒349-0193 黒浜2799-1

電話 768-3111（内線199） FAX 769-0684

令和６年度生活支援体制整備事業～【協議体・担当表】（令和７年２月現在）
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世代を超えた地域の
つながりづくり 学ぶ場の機会から地域住民の

自助・互助による解決力アップに

社会参加・生きがい・役割づくりに

目指していくものは・・・
地域の声（活動者・当事者）を丁寧に聞き、様々な地域団体や商店や企業と連携しながら
孤独や孤立のない、いつまでも安心して生活できる地域づくりです
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